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民の長年の願いが結実した大きな橋がもうすぐ――
新橋梁「白

しらたかおおはし

鷹大橋」の橋名発表および現場見学会が開催されました町
　６月 10 日、本町の東西市街地を結ぶ新たな橋の橋名
発表および現場見学会が開催されました。
　町民の長年の願いであった新たな橋の工事が 12 月の
開通を目指し、着々と進んでおります。見学会には、町
議会議員、各地区区長、県および町関係者などが集まり、
実際に工事施工中の様子を見学しました。
　また、新橋梁の名前についても町民への公募などを
行った結果、「白

しらたかおおはし

鷹大橋」に決定しました。経済、交流、
物流の拡大に向けて重要な役割を果たす「白鷹大橋」。
完成および開通までもう間もなくです。 ６ 22

専
門
家
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
係
る

支
援
、
情
報
共
有
、
助
言
な
ど
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　 広報しらたか   2020. 7 広報しらたか   2020. 7 23



を世界に、心ふるさと――
白鷹中学校の校是を書道家  金澤翔子さんが書き下ろしました目

　白鷹中学校の校是「目を世界に、心ふるさと」―。こ
の言葉は、白鷹中学校校歌の歌詞の一文です。校歌を作
詞した田勢康弘さんは、「この言葉を生徒たちに一番伝
えたい」と思いを語ったこともあり、２年前に校是とし
てこの言葉が採用されました。そしてこのたび、世界各
国で個展などを開催し、ダウン症の書道家としても有名
な金澤翔子さんに書いていただき、白鷹中学校体育館に
掲示されることとなりました。
　魂が込められた力強い字が特徴で、生徒たちの心に響
く素晴らしい校是の書が完成しました。

　６月１日より、デマンドタクシーの町外延伸実証実験
が始まりました。
　この実証実験は、デマンドタクシーのさらなる利便性
を図るため、令和元年度に実施したアンケート調査をも
とに、ご要望の多かった白鷹町立病院から公立置賜総合
病院の間の運行を月曜日から金曜日まで、１日２往復を
片道１０００円で実施しています。発車地から目的地ま
で経由地なしの直行便となるため、30 分ほどで目的地
まで到着することができます。
　実証実験期間は 11 月末を予定しています。ぜひご利
用いただき、さまざまな意見をお聞かせください。

療機関受診のための交通手段をもっと便利に
デマンドタクシーの町外延伸実証実験が始まりました医 白

鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の 

　

  

支
援
の
充
実
に
つ
い
て　

　
霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
も
補

助
金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
町
外
の
入
学
者
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　　

 

人
口
減
少
対
策
に
対
す
る  

　

 

支
援
に
つ
い
て　
　

　
急
速
な
人
口
減
少
に
緊
急
的
に

対
応
す
る
た
め
、
移
住
・
若
者
流

出
対
策
お
よ
び
少
子
化
・
結
婚
対

策
の
拡
充
、
推
進
な
ど
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　
　

 

地
方
交
付
税
総
額
の

 　

確
保
充
実
に
つ
い
て　

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
団
体
で
あ

る
本
町
が
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
、
地
方
交
付
税
の
確

保
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　

 

地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

　
 

支
援
に
つ
い
て

　

自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
を

持
た
な
い
方
の
生
活
交
通
の
確
保
・

充
実
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
へ
の
財
政
支
援

な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　  

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

　

制
定
と
支
援
に
つ
い
て　

　

過
疎
地
域
と
し
て
多
面
的
・
公

益
的
機
能
を
担
う
本
町
の
存
続
・

発
展
に
大
き
く
資
す
る
「
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
が
令

和
３
年
３
月
末
に
法
期
限
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
新
た
な

過
疎
対
策
法
制
定
や
過
疎
対
策
事

業
債
の
必
要
額
確
保
に
つ
い
て
の

働
き
か
け
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　

 

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
　

　

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
町
立
病
院
の
安
定
し
た
運
営

和３年度
白鷹町重要事業要望令

　白鷹町では、新たな町の将来像「人、そして地域がつなが
り　輝き続ける　潤いのまち」を実現するためのまちづくり
を進めています。希望にあふれ、町民ひとりひとりが生き生
きと活躍し輝く、未来につながる町を目指すため、来年度の
重要事業として次の項目を国や県に対し要望していきます。

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
医
師
確
保

困
難
地
域
に
対
す
る
財
政
措
置
の

拡
充
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

 

症
対
策
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
経
済
活
動
の
回
復
の
た
め
の

財
政
支
援
、
買
い
物
困
難
者
対
策

と
し
て
の
移
動
販
売
支
援
の
充

実
、
感
染
症
対
応
に
係
る
医
療
機

関
へ
の
支
援
に
つ
い
て
要
望
す
る

も
の
で
す
。

 　

木
材
の
安
定
供
給
体
制
を

　

 

構
築
す
る
た
め
の
支
援
の

　

 

強
化
に
つ
い
て　
　

　

今
後
も
町
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
た
め
、
間
伐
や
路
網

の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
な
ど
へ
の
支
援
、
都
市
部
で
の

県
産
木
材
の
需
要
の
創
出
に
向
け

た
取
組
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　

 

森
林
境
界
明
確
化
事
業
に

　

  

対
す
る
支
援
に
つ
い
て　

　

本
町
の
森
林
面
積
の
大
部
分
を

占
め
る
民
有
林
に
つ
い
て
、
境
界

の
明
確
化
作
業
を
加
速
化
さ
せ
る

た
め
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
実

施
な
ど
の
支
援
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

　

 

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線 

　

 

道
路
改
築
事
業
（
荒
砥
橋

　

 

工
区
）
の
推
進
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
に
完
成
が
予
定
さ

れ
て
い
る
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
つ

い
て
、
旧
橋
の
解
体
な
ど
、
事
業

の
推
進
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　

 

国
道
２
８
７
号
（
菖
蒲･ 

　

 

下
山
地
内
）道
路
改
築
事
業

　

 

の
早
期
着
工
に
つ
い
て　

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　

 

長
井
〜
白
鷹
間
の
西
廻
り

　

 

幹
線
道
路
整
備
の
早
期
着

　

  

工
に
つ
い
て

　
国
道
２
８
７
号
を
補
完
す
る

長
井
〜
白
鷹
間
の
西
廻
り
幹
線
道

路
整
備
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
要

望
す
る
も
の
で
す
。

　

 

県
立
荒
砥
高
等
学
校
魅
力
化
に   

　

 

係
る
地
域
連
携
協
議
会（
仮
称
）

 　

の
推
進
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

本
町
唯
一
の
県
立
高
等
学
校
で

あ
る
荒
砥
高
校
に
つ
い
て
、
地
域

に
根
差
し
た
小
規
模
校
と
し
て
、

引
き
続
き
、
地
域
性
豊
か
で
特
色

あ
る
学
校
運
営
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
学
校
魅
力
化
に
よ
る
地
域
連

携
協
議
会
の
推
進
に
必
要
と
な
る

６ 17６ 17

民の長年の願いが結実した大きな橋がもうすぐ――
新橋梁「白

しらたかおおはし

鷹大橋」の橋名発表および現場見学会が開催されました町
　６月 10 日、本町の東西市街地を結ぶ新たな橋の橋名
発表および現場見学会が開催されました。
　町民の長年の願いであった新たな橋の工事が 12 月の
開通を目指し、着々と進んでおります。見学会には、町
議会議員、各地区区長、県および町関係者などが集まり、
実際に工事施工中の様子を見学しました。
　また、新橋梁の名前についても町民への公募などを
行った結果、「白

しらたかおおはし

鷹大橋」に決定しました。経済、交流、
物流の拡大に向けて重要な役割を果たす「白鷹大橋」。
完成および開通までもう間もなくです。 ６ 22

専
門
家
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
係
る

支
援
、
情
報
共
有
、
助
言
な
ど
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。
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